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特集   令和３年度予算概要

特別会計･企業会計
34億 7,482万円

特別会計名 当初予算額（万円）
国民健康保険事業

介護保険事業

介護サービス事業

後期高齢者医療事業

再生可能エネルギー発電事業

簡易水道事業（収益的収支）

簡易水道事業（資本的収支）

下水道事業（収益的収支）

下水道事業（資本的収支）

病院事業（収益的収支）

病院事業（資本的収支）   

   

6 4 , 0 7 0

8 9 , 7 7 3

5 , 4 6 7

9 , 3 3 7

1 , 2 0 1

1 4 , 2 5 6

8 , 8 0 5

1 5 , 9 1 2

9 , 3 2 3

1 2 0 , 4 3 2

8 , 9 0 6

　町税の総額は4億5,066万円で、対前年1,794万円の増収を見込みましたが、このうち個人町民税は終息

の見えない新型コロナウイルス感染症による町民所得への影響を鑑み、対前年550万円の減収としました。

地方交付税のうち普通分については、2020年国勢調査における人口推計値（4,200人程度）が算定数値と

して用いられることから、対前年1億3,000万円の大幅な減額を覚悟しなければなりません。また、国庫支

出金についても対前年では減額となりますが、新型コロナウイルス感染症対策に充てる財源として地方創

生臨時交付金を1億724万円計上し、町民の皆さんの感染防止や経済対策に努めます。県支出金や町債につ

いても、大型事業の減少または予算規模の縮小により減額となりますが、限りある財源の有効活用に努め

ます。

特別会計･企業会計の総額は34億7,482万円で、日南病院の運営をは

じめ国民健康保険事業や下水道事業など町民の暮らしに密着した事

業を行います。

一般会計歳入
64億8,549万円

令和３年度当初予算 成立

扶助費
40,226
6.2％

積立金
866
0.1％

維持補修費
28,410
4.4％

予備費
1,000
0.1％

公債費

62,616

9.7％

物件費

109,025

16.8％

補助費等
126,982
19.6％

貸付金
21,980
3.4％

災害復旧費事業
8,720
1.3％

繰出金
38,243
5.9％

総額 99 億6,031万円
（特別会計･企業会計含む）

普通建設事業費
117,997
18.2％

（令和３年３月末の人口４,３５０人で換算）

議　会　費
15,930円

商　工　費
33,767円

民　生　費
249,104円

衛　生　費
234,967円

農林水産業費
315,075円

総　務　費
246,893円 消　防　費

31,116円

★町民１人あたりが受けるサービスに換算すると
（合計1,490,917円）

予　備　費
2,299円

公　債　費
143,944円

教　育　費
91,156円

土　木　費
106,620円 災害復旧費

20,046円

人件費

92,484

14.3％
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※令和３年度主要事業に
　ついては「2021町政
　のしおり｣（｢広報にち
　なん６月号」と共に配
　布予定)に掲載します｡

歳 出 
（万円）
％は構成率

投資的経費
126,717
19.5％

義務的経費
195,326
30.1％

その他経費
326,506
50.4％

国庫支出金
51,310
7.9％

町　税
45,066
7.0％

地方交付税
272,000
41.9％

町債
70,210
10.8％

県支出金
94,466
14.6％

地方譲与税など
23,121
3.6％

一般会計歳出
64億8,549万円

負担金
など
48,078
7.4％繰入金

41,298
6.3％

繰越金
3,000
0.5％

歳 入 
（万円）
％は構成率

依存財源
511,107
78.8％

自主財源
137,442
21.2％

令和３年度予算案が令和３年第２回日南町議会定例会で審議され、最終日の３月24日に可決されました。

歳入では

　庁舎の空調設備改修に加え情報セキュリティの向上や業務の効率化を目指したシンクライアント環境構

築事業を実施することとしています。また、持続可能なまちづくりのため地域内消費の拡大と地域経済活

動の循環を目指した日南町キャッシュレスシステムを導入し、町民サービスと利便性の向上に努めるほか、

町道や橋梁、河川、住宅等のインフラ整備には引き続き必要な予算を計上しました。林業成長産業化モデ

ル事業では、森林の多面的機能を発揮させるため、町内事業者が行うコンテナ苗生産施設整備事業を支援

します。

　また、新たな取り組みとして園児保護者への連絡手段の確保やコミュニケーションツールとしてのアプ

リケーションの導入や、妊娠や子育てに関する情報が得られる子育て支援サービスアプリケーションの導

入など、きめ細やかな支援とサポートを図ります。加えて、まちの宝である子どもたちを地域全体で支え

育成する「地域とともにある学校づくり（コミュニティ・スクール）」を推進するため、組織体制の強化

を図ります。

歳出では

　国民健康保険特別会計における国保税は据え置き、引き続き健診の受診率アップに向けた取り組みを行

います。また、介護保険、介護サービス事業、後期高齢者医療特別会計においても、利用される町民の皆

さんが安心した生活を送れるよう連合や事業体と連携して安定運営に努めます。再生可能エネルギー発電

事業会計は、新石見小水力発電所の安全かつ安定的な運営を目指した予算とし、簡易水道事業会計及び下

水道事業会計は、更なる経営の安定化を目指します。病院事業会計については、通常医療に加えてＰＣＲ

検査やコロナワクチン接種などへの対応等、地域医療の核としてサービスの向上に努めます。

特別会計


